
北海道ホルスタイン農業協同組合



 

フィッティングとショウイングのスコアカード 

アメリカ・PDCA (乳用種品種協会） 

 

 

 

 ① 清  潔  さ   １０点  

よく手入れされた牛は、被毛
ひ も う

と尾房
び ぼ う

に汚れがなく清潔で非常にきれいである。 

皮膚
ひ ふ

や耳に汚れがなく、耳垢
みみあか

が付着していない。肢
し

蹄
てい

が清潔である。 

 

皮膚・被毛、尾房等に汚れがないか、隅々ま

で清潔にされているか耳の中も確認する場合 

がある。 

 

出品時に完全に乾いているように、早めに牛を洗う。 

 

皮膚・被毛と尾房等に汚れがなく、耳の中もきれいである。 

 

体に、汚れ、しみ、ゴミがついていないかを見ます・・・・ 

例えば ①腹の下に寝藁
ね わ ら

がついていないか、  

②食べかけの飼料が口の周りに付いていないか、 

③蹄
つめ

がよごれていないか、蹄に寝藁が挟
はさ

まっていないか 

④ふけが浮いていないか、（洗い方が少ない） 

⑤牛は頭を洗うのを嫌がります、隅々まで清潔にしているか見るため 

耳の中まできれいにされているかチェックします。 

 

１．牛  の  外  観  ３０点 
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 ② 手入れの状態   １０点  

 

毛がきれいに整えられ、皮膚はしなやかで柔軟である。 

 

スプレーとパウダーを過度に使わない。 

トップラインはブローして乾かし、スプレー

で整える。 

 

 

 

 

 

 

牛が自然に歩いて立てるように削蹄
さくてい

する。 

 

生後６カ月以上の牛は除角
じょかく

する。 
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 ③ 毛刈りの状態    ５点  

 

ショウの直前に最後の毛刈りをする。毛刈りした部分

と残した部分が自然になじみ、毛刈りした線が見えな

いようにする。 
 

頭
あたま

、頸
くび

、耳
みみ

、尾
お

、乳 房
にゅうぼう

（経産
けいさん

牛
ぎゅう

）などを必要に応じて毛刈りする。 

四肢
し し

は飛
ひ

節
せつ

が鮮明
せんめい

に見え、汚れを取り除くために毛刈りする。き甲
こう

は鋭角的
えいかくてき

に見え

るように毛刈りし、トップラインは真っすぐになるように刈りそろえる。基本的な

毛刈りが出来ていれば評価の対象となる。しかし、「プロ級の毛刈り」であっても

追加得点はない。 

未経産牛の場合、肋
ろく

の浅い牛の腹部
ふ く ぶ

や乳房の毛刈りは必要ない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・牛の長所を引き立て、欠点が目立たないように毛刈りをしているか、 

ショウの直前には仕上げをし、毛刈りをした部分と残した部分が目立っていないか、 

刈り残しなどをチェックします。 

 

 ④ コンディションと発育の状態  ５点  

 

健康状態が良好で、発育も良く肥
ふと

りすぎでも痩
や

せすぎ 

でもない。 

・年齢に見合った発育値
は つ い く ち

に達しているか、健康状態に問題が 

ないか、肥りすぎ、あるいは痩せすぎていないか。 
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衣服等身嗜
みだしな

みを良くすること。清潔な白い衣服が望ましい。 

（実用的で趣味のいいもの） 

 

 ・牧場名、商業用のロゴが入った衣服は好ましくありません。 

 

靴
くつ

は月齢
げつれい

の進んだ牛を出品する場合は、耐 久 性
たいきゅうせい

があって丈夫な

ものが望ましい。 

 

 

 

 

 

 

・ 踵
かかと

の高いものは牛を引いても安定感がありません。 

・ スニーカーでは牛に足を踏まれた時に怪我
け が

を負い 

やすく望ましくありません 

・ズボンの裾
すそ

が靴の中に入らないよう気をつける。 

 

主催者の規則には出品者に対する特別な指示をする場合がある。 

例えば農場名入りシャツは禁止、ネクタイもしくは組織の制服の着用。 

 

 

 

 

 

 

 

特別なルールについては、主催者側が審査員と出品者に告げる責任がある。 

2．出 品 者 の 外 観  1０点 
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 ① 誘
ゆう

 導
どう

 技 術    ２５点  

 

牛と同じ前向きで速やかに入場し、牛の左側に立ちリングを時計回りに回る。 

頭絡
とうらく

は金具に近い部分を内側から右手で持つことにより、牛を確実にコントロール

できる。リードストラップ（引き綱
ひ き づ な

、以降ストラップで略）は束ねて片手で持つか

きちんと伸ばして端を左手で持つのが望ましい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

牛はリードマンのリードに 従 順
じゅうじゅん

に従い、リードマンの意志に迅速
じんそく

に応える。 

審査員の指示に牛を迅速に従わせるのは、リードマンの責任である。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
・仮に牛が走り出しても大丈夫なようにストラップの 

端を左手でしっかり持つ。 

3．ショウリングのリード技術  6０点 

ショウリングへの入場

・ 牛舎から審査会場への移動、リングの 

入退場は、牛が環境の変化で神経質になって 

いますので十分注意しましょう 
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頭絡はリードマンの意志を牛に伝えるもので、頭絡の選択は重要となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

頭絡は共進会用の革製
かわせい

のものを使用し、チェーン付きのストラップ（引き綱）が望

ましい。鼻梁
びりょう

のほぼ中央を目安に頭絡の鼻革
び か く

をかけ、きつ過ぎず、ゆる過ぎず適切

なサイズのものを装着する。 

 

 好ましい頭絡の装着  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・サイズの合わない頭絡は、牛を保持しづらいばかりではなく、牛の品位にも 

影響する。 

頭絡を正しく装着する 

鼻革 チェーン 

ストラップ 
 （引き綱）

金具 
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審査時の正しい誘導
ゆうどう

方法
ほうほう

は、牛に向きながら背筋
せ す じ

を伸ばしゆっくり後ろ向きに歩き、

頭絡を左手で持ち、ストラップはきれいに束ねて片手か両手で持つ。 

 好ましい牛の持ち方  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
・サイズの合った頭絡を使い、指は金具の輪に通さない。 
・頭の高さは、目あるいは鼻革の位置がき甲部の高さと同じくらい。 
・牛との好ましい距離は肘の角度を適度に曲げることで保たれる。 

（肘の角度は曲り過ぎても、伸び過ぎてもいけない。） 
・ストラップをきれいに束ねて使うと扱い易い。 
・頭部から首全体が美しく見えるように顎垂を持つのが一般的である。 

ゆったりしたペースで誘導し、優雅
ゆ う が

に見せるため頭を高く掲げ、牛の歩幅
ほ は ば

を小さく

して歩く。前を行く牛との間隔
かんかく

を大きく空
あ

けない。また、前の牛との間隔を詰
つ

めす

ぎたり、その前に出て、審査員から見えないようにしてはならない。それ以外の時

は、前を向いて早いペースで歩き、序列
じょれつ

の引き出しの指示があったら指定の位置ま

で迅速に移動する。 
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好ましくない例 

・牛の頭がねじれて、鼻先が挙がり過ぎて 
 いる。 
・リードマンは横歩きでリードしている。 

・牛の頭が下がり過ぎている。 
・頭絡を持って保定せず、ストラップのチェー

ンに頼って頭を上げようとしている。 
明らかに調教不足といえる。 

・頭絡の金具の輪に指を通している。 
仮に牛が騒いでチェーンが締まったりしたら
指を痛める場合がある。 

・肘が上がり過ぎて、全体に動作が堅く対応が遅くなる。

・牛を誘導する姿勢が前屈みになりすぎている。

牛を叩
たた

いたり愛 情
あいじょう

が感じられない態度
た い ど

・行動
こうどう
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審査員が牛の回りを歩いている時に、半歩前進し肢 
の位置を直す。 

審査員が牛を各角度から観察するため止まれの指
示を出したら、牛が一番良く見える位置に誘導し、
姿勢を整える。 
 

審査員が被毛に触れようとする時には顔を
審査員側に少し傾け、頸の縦皺を強調し品
位、資質をアピールする。 

後方から見て、
鼻 部 か ら 尾 部
ま で 真 っ 直 ぐ
に な る よ う に
する。 
リ ー ド マ ン は
肩 端 を 押 さ え
牛 を し っ か り
保 定 さ せ て い
る。牛との間隔
も良い。 

 ショウリングの使い方  

 

出品頭数が多いショウの場合 

大きく周回し、リングを広く使います。 

審査員が近づいたら、牛が良く見えるよ

うに左右のスペースをつくり、見てもら

うようにします。 

 基本的な牛の見せ方  
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キャッシー・ヨーマン氏 
‘08 北海道ホルスタインナショナルショウ 
    リードマンコンテスト審査員 

 

 

 

 

リードマンが牛の誘導に集中しすぎて、 

審査員の動向をおろそかにしていないか 

 

審査員はショウリングの中央で『止まれ』や『進め』

の指示をゼスチャーで示しリードマンの、反応を確認

する。 

 

 

 

 

審査員は、リードマンの表情を見ながら、 

観察・評価する 

・ 前の牛との間隔は適当か 

・ 服装は清潔できちんとしているか 

・ 自信のある態度で臨んでいるか 

・ 動きが機敏で、牛との間隔は適当か 

・ 前進・止まれの号令に即座に対応出来る 

位置にいるか 

・ どんな状況にも基本的に対応可能な位置 

取りをしているか 

・ 頭絡のサイズが合っているか 

・ 牛をうまく扱っているか 

・ 牛を十分に見せているか 

・ 牛をきちんと保定しているか 

・ 牛と調和の取れた動きをしているか 

・ 牛にも、審査員にも同等に注意をはらっているか
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 ② 適切な姿勢をとらせる技術  １５点  

牛の姿勢を直す場合は、牛の左側で十分な距離をとり、牛の肢
あし

とトップラインがよ

く見える角度に立つ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

・顎垂
がくすい

を持つことにより、 

頭部
と う ぶ

から頸
くび

にかけて鮮明に見せることができる。

・肩端
けんたん

を押し、後
こう

肢
し

を下げる。 

 右肩端は左後肢、左肩端は右後肢と 

対角線に反応することを理解する。 

顎垂を持った場合 顎垂を持たない場合 
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牛の肢を正確に配置する。未経産牛の場合、審査員側の後肢はもう一方の後肢より

少し後ろに引く。経産牛の場合は、審査員側の後肢は、審査員が前 乳 房
ぜんにゅうぼう

と後 乳 房
こうにゅうぼう

を良く見れるように前に置く。 
 

 

 

 

審査員側の後肢は               審査員側の後肢は 

奥の後肢より少し               乳器の付着が良く 

後ろに置く。                 見えるように前に 

前に置く。 

 

 

迅速
じんそく

・容易
よ う い

に正しい姿勢
し せ い

をとるように牛を 調 教
ちょうきょう

する。後肢の位置は、審査員が反

対側の側面から見るために回りこんでくれば、さりげなく前後を入れ替える。 

牛が適切な姿勢をとり、審査員が観察しているときはそのままの姿勢を維持する。 

 

できれば前肢
ぜ ん し

を少し高めの所に置き、前躯
ぜ ん く

を高く見せる。 

 

 

 

 

 

前肢を高い位置に立たせた場合 

  鋭角的で活気があるように見える。 

 

前肢を低い位置に立たせた場合 

 未経産牛   経産牛  

12



 

 

 

 

 

 

 

審査員の指示により序列
じょれつ

ラインに並ぶと

きは、常に迅速に集合し間隔を詰めすぎた

り空けすぎたりしてはならない。 

 

 

 

 

審査員の指示により 

序列ラインに並ぶとき 

 

入場時同様に、前向きで 

キビキビと歩きラインに整列する。 
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 牛の間隔  

 

審査員が隣の牛と

の比較をするため、 

リードマンは牛の

姿勢を直すために

もある程度の間隔

を空けなければな

らない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

審査員が牛を正面

から見る時は、最小

の動きで楽に観察

できるよう牛の横

に立つ。 
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審査員が牛の位

置の変更を求め

たとき、牛は序列

ラインから離れ

なければならな

い。 

 

 

 

 

 

 

 

頭絡で押し返しながら、右手の指で牛の肩に力を加えて後退させる。 

ラインを乱さないように後退する。 

 

審査員と審査されている牛の間を通ってはならない。 

 

牛を前進させる場合は頭絡とストラップを静かに引く。 
 

 

牛の誘導のほとんどを頭絡とストラップの

押し引きで行い、牛を動かすために蹄
つめ

を踏
ふ

んだり蹴
け

ることは避
さ

ける。 

 

 

 

 

 

 

自然に振る舞う。不必要で過剰なアピール、駆け引きは好ましくない。 
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 ③ 最良の長所を見せる技術  １０点  

誘導している牛の体型の特 徴
とくちょう

を迅速
じんそく

に把握
は あ く

し、最良の状態で見せる。 

 

背中
せ な か

を盛ったり、背線
はいせん

を曲げたりする場合、

手を当て軽く押さえる。 

 

 

 

肩後
け ん ご

、背
せ

を緩
ゆる

くしたりする場合 

胸 底
きょうてい

を手で軽く押し上げる。 

 

他の牛との交換を指示さ

れ、違う牛を誘導するこ

ともある。 

 

審査員は違う牛を誘導させ

ることにより、リードマンが

迅速に牛の特徴を把握し対

応出来るか技量をはかる。 

 

 

 

 

 

審査員が牛を適切に審査できるように、牛の生年月

日、分娩月日（分娩予定日）、授精月日、などの情報

を認識していることが必要不可欠である。 

 

 ・審査員はリードマンに直接質問して牛の情報の 

                 認識度を確認する。 

ペリー・フェンド 氏 
第 14 回北海道総合畜産共進会 
    リードマンコンテスト審査員 
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 ④ 平静さ、敏 捷 性
びんしょうせい

、態度   １０点  

牛から目を離さず、常に審査員の位置を把握する。リング外の人や動向に気をとら

れない。 

・ ショウリングでは予想外のこと、群 衆
ぐんしゅう

や雑音
ざつおん

が付きものです。牛から目を離さず、 

常に審査員の位置を把握する。平静さと集中力を必要とする。 

主役は牛であって、リードマンが目立ってはいけない。 

 

審査員や主催者の要求には迅速に応える。 

・ 審査員の指示なしに列を大幅に乱したり、出たり入ったりすることは大きく減点さ

れる。 

 

常に謙虚でスポーツマンシップを忘れてはな

らない。 

・ 審査員の講評を素直に聞くことは、 

今後に役立ちます。 

結果が思い通りのものでなくとも 

リングの中でショウをやめたり未熟 

な態度をとってはいけません。 

 

序列が決定し審査員の講 評
こうひょう

が終わるまで全力で誘導する。 

 

・ ショウリングで勝利を収めた

いということは、誰もが持つ目

標ですが、ショウマンシップは、

リングで勝つ以上に生涯通用

する技術と自信と規律心を身

に着け、バランス感覚が磨かれ

る。 

 

 

・ 審査が終わり退場する際は、牛も人間も緊張感
きんちょうかん

から解放されますが、退場口は 

狭くて混雑しますので事故が起きないよう最後まで気をつける。 

ショウは自分の牧場に無事に戻ってようやく終わりです。 
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軽度の減点 軽度から重度の減点 重度の減点

  清   潔   さ  耳、蹄の汚れ  被毛の汚れ

 削蹄がされていない  ６カ月以上の牛に角がある

 スプレー、パウダー等の過度の
使用

 毛刈りの線が目立つ  粗雑、不完全、不適切毛刈り

 肢の毛刈りがされていない

 過肥、痩せ過ぎ

 年齢に見合わない発育・サイズ

 上下、白の衣服を着ていない

 牧場名や商業的宣伝ロゴの入った
衣服を着用する

 不適切な靴を履いている

 不適切、あるいは不完全な衣服を
着ている

 頭絡が不適切（肉牛用、ロープ頭
絡、繋留頭絡　等）

 不慣れで、遅い誘導
 チェーンからストラップをはず
したり、よじれて固まっている

ショウリングの

    リード技術

 ストラップがきれいに束ねられ
ず、よじれている

 牛が頭を下げた姿勢にしている  肢の位置が間違っている
 （後肢の）蹄、繋を踏んで、後
肢の位置を直している

 適切な姿勢を

 牛の前肢の蹄を踏んで姿勢を直し
ている

 過剰で不必要なアピール
 ラインに並んだときに他の牛と
の間隔を詰めすぎるかぶつかる

　とらせる技術  ラインに並んだときに牛の間隔を
空けすぎている

 審査員が牛の周りを移動しながら
みているとき後肢の踏み込みを上
手に替えられない

　  体型の欠点が認識できていない

 最良の長所を
 効果的に牛を示すことが出来な
い

　　見せる技術  生年月日、分娩月日、授精月
日、分娩予定日が分からない

 平静さ、敏捷性

 審査員や補助員の指示に素早く反
応できない

 審査員を見すぎ（他牛、自分の
牛に対する注意がおろそかにな
る）

   　　態度  注意不足（審査員にあまり注意
してない）

    失　　　格

 手入れの状態　　

 毛刈りの状態　　

 牛 の 状 態　　

 出品者の外観　　

チェックポイントの評価

 頭絡が適切に調整されていない
(鼻革は鼻梁の極端に低いか、高
い）

 ストラップを握る場所が頭絡か
ら遠すぎる

 牛を動かすため牛をたたく

 
スポーツマンらしからぬ行動
（係員や他の出品者に対する失
礼な態度や審査に対する無礼な
振る舞い）

　　　　　　　●倫理規定違反　　　　　　　　　　　●スポーツマン精神違反
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《 参考資料 》 

 

 UNIFORM SCORECAD  for Judging junior Dairy Fitting＆Showmanship Contests 

                                                      Purebred Dairy Cattle Association 

 SHOWMANSHIP  LEADING TO WIN               Holstein Association of Canada 

ホーズデーリィマン 日本語版       臨時増刊号  「ショウの基本と実践」 

デーリィマン誌              「技術と経営」‘99.6 月号 

第４回乳牛改良・審査の 

サクセッサープログラム      テッド・ホーバック氏の講習会資料 

 

 

《 写真提供 》 

 

ホルスタイン マガジン社 

デーリィマン社 

日本家畜貿易㈱  ホーズデーリィマン日本語版臨時増刊号「ショウの基本と実践」 印 

北見市 ㈲上野牧場 
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